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【研究開発計画 中目標】

・エネルギーの安定的な確保と効率的な利用、温室効果ガスの抜本的な排出削減を実現するため、低炭素化技術の研究開発を大学等の基礎研究に立脚
して推進するとともに、温室効果ガスの抜本的排出削減を実現する革新的な技術の研究開発を推進する。

東北復興次世代エネルギー研究開発プロジェクト
東日本大震災からの復興に貢献するため、福島県への革新的エネルギー
技術研究開発拠点の形成、被災地の復興に資するクリーンエネルギー技術
の研究開発等を推進。

大学発グリーン・イノベーション創出事業
（グリーン・ネットワーク・オブ・エクセレンス）
国内の有力大学を中心とした研究機関のネットワークを構
築し、研究目標や研究リソースを共有しながら当該分野に
おける先端的な研究と人材育成を総合的に推進。

【JST】戦略的創造研究推進事業 先端的低炭素化技術開発（ALCA）
リチウムイオン蓄電池に代わる革新的な次世代蓄電池の研究開発を加速するとともに、バイオマスから化成品等を製造するホワイトバイオテクノロ
ジーなど、温室効果ガス削減に大きな可能性を有し、かつ従来技術の延長線上にない、世界に先駆けた画期的な革新的技術の研究開発を推進。

【JST】低炭素社会実現のための社会シナリオ研究事業（LCS）
望ましい社会の姿を描き、その実現に至る道筋を示す社会シナリオ研究を推進し、低炭素社会実現のための社会シナ
リオ・戦略を提案
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省エネルギー社会の実現に資する次世代半導体研究開発
省エネルギー社会の実現に向け、理論・シミュレーションも活用した
材料創製からデバイス化・システム応用まで、窒化ガリウム（GaN）
等の次世代半導体の研究開発を一体的に加速するため、産学官
が結集した研究開発を推進。

【理研】
創発物性科学研究事業

環境資源科学研究事業

バイオマス工学に関する連携促進事業

第９期期間

【JST】未来社会創造事業 ハイリスク・ハイインパクトな研究開発の
推進「地球規模課題である低炭素社会の実現」領域

2050年の社会実装を目指し、エネルギー・環境イノベーション戦略等
を踏まえ、温室効果ガス大幅削減というゴールに資する、従来技術の
延長線上にない革新的エネルギー科学技術の研究開発を強力に推
進。
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